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昭
和
1
8
年
５
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
仇
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
ド
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
こ
の
概
報
に
は
、
さ
き
に
公
刊
し
た
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
　
　
６
０
３
１
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
左
右
に
切
り
こ
み
を
い
れ
た
も
簡
概
報
八
』
（
昭
和
4
6
年
）
以
後
、
平
城
宮
跡
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
。
か
ら
発
見
さ
れ
た
木
簡
を
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
九
』
と
し
て
収
録
す
る
。
　
ま
た
、
今
回
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
、
昭
和
4
4
年
以
来
継
続
し
て
行
な
っ
て
き
た
藤
原
宮
跡
お
よ
び
飛
鳥
地
域
の
緊
急
発
掘
6
０
３
２
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
を
い
れ
た
　
　
　
　
　
　
も
の
。
ａ
ｏ
Ｑ
Ｑ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
を
い
れ
、
　
　
　
　
　
　
他
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
木
簡
を
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
　
　
｀
Ｏ
Ｑ
Ｑ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
が
あ
る
が
、
土
木
簡
概
報
一
』
と
し
て
収
録
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
端
は
折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。
　
以
下
、
木
簡
の
形
態
分
類
・
凡
例
な
ど
を
か
か
げ
、
つ
ぎ
に
平
城
　
　
｀
ｏ
回
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。
宮
と
飛
鳥
・
藤
原
宮
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
木
簡
の
出
土
地
域
ご
と
　
　
｀
ｏ
Ｓ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
が
尖
っ
て
他
端
の
形
態
が
不
明
の
状
況
を
述
べ
、
釈
文
を
か
か
げ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
も
の
。
木
簡
の
形
態
分
類
ａ
ｏ
｝
｝
型
式
　
短
冊
形
６
０
１
５
型
式
　
短
冊
形
で
、
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。
ａ
ｏ
｝
Ｑ
型
式
　
短
冊
形
と
推
定
で
き
る
も
の
。
｀
Ｏ
Ｑ
｝
型
式
　
小
型
矩
形
の
も
の
。
６
０
２
２
型
式
　
小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。
｀
ｏ
ａ
‘
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。
｀
ｏ
｀
已
型
式
　
あ
る
種
の
用
途
を
も
つ
と
推
定
さ
れ
る
木
製
品
に
墨
　
　
　
　
　
　
書
の
あ
る
も
の
で
、
そ
の
用
途
が
判
然
と
し
な
い
も
　
　
　
　
　
　
の
。
｀
ｏ
ａ
ｒ
型
式
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
　
　
　
　
　
　
も
の
。
｀
ｏ
Ｑ
｝
型
式
　
削
屑
１－-
凡
例
　
釈
文
は
出
土
遺
構
ご
と
に
か
か
げ
る
。
最
上
段
に
出
土
地
点
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
数
字
）
、
つ
ぎ
の
段
に
形
態
に
よ
る
型
式
分
類
番
号
　
（
本
概
報
で
は
千
位
の
６
を
省
き
、
三
ケ
タ
で
表
わ
す
）
を
そ
れ
ぞ
れ
記
し
た
。
「
　
」
が
二
個
あ
る
も
の
は
表
裏
に
記
載
の
あ
る
こ
と
を
示
し
、
「
　
」
の
中
に
さ
ら
に
「
　
」
の
あ
る
も
の
は
同
一
面
に
別
筆
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。
平
城
宮
出
土
木
簡
　
　
木
簡
出
土
の
地
点
と
状
況
　
第
7
7
次
調
査
　
（
６
Ａ
Ｂ
Ｒ
Ｅ
:
）
　
こ
の
調
査
は
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
か
ら
同
四
月
ま
で
の
間
、
平
城
宮
の
推
定
第
一
次
大
極
殿
と
こ
の
南
面
回
廊
お
よ
び
そ
の
中
央
門
を
確
認
す
る
目
的
で
実
施
し
た
。
　
調
査
地
域
は
舌
状
に
の
び
る
丘
陵
の
末
端
に
犬
あ
り
、
大
規
模
な
土
盛
整
地
を
行
な
っ
て
い
る
。
発
見
し
た
主
要
な
遺
構
は
、
南
面
中
央
門
、
回
廊
、
楼
風
建
物
な
ど
で
あ
る
。
門
、
回
廊
な
ど
の
建
物
遺
構
は
土
盛
整
地
層
の
上
に
建
設
さ
れ
、
周
囲
に
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
る
バ
ラ
ス
に
は
三
次
に
わ
た
る
敷
き
替
え
が
認
め
ら
れ
る
。
　
発
見
し
た
門
の
基
壇
は
、
東
西
約
2
8
・
５
ｍ
、
南
北
約
1
7
m
、
南
・
北
面
に
そ
れ
ぞ
れ
階
段
を
も
つ
。
柱
位
置
は
削
平
さ
れ
て
痕
跡
が
み
ら
れ
な
い
が
、
地
覆
石
の
据
付
痕
跡
、
凝
灰
岩
の
散
乱
状
況
か
ら
み
る
と
凝
灰
岩
に
よ
る
壇
上
積
基
壇
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
回
廊
基
壇
は
幅
約
1
2
m
あ
る
。
こ
の
北
面
で
は
玉
石
敷
の
雨
落
溝
が
あ
り
、
さ
ら
に
外
側
に
バ
ラ
ス
敷
が
あ
る
。
礎
石
据
付
け
の
。
根
石
に
よ
っ
て
、
梁
行
７
ｍ
、
桁
行
４
ｍ
の
回
廊
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
そ
の
後
、
こ
れ
を
改
作
し
て
、
門
の
東
約
1
5
m
の
位
置
に
楼
風
建
物
（
Ｓ
Ｂ
７
８
０
２
）
を
増
築
す
る
。
建
物
は
東
西
５
間
（
2
2
m
）
、
南
北
３
間
（
1
2
m
）
の
東
西
棟
総
柱
建
物
で
あ
る
。
妻
と
側
柱
列
を
掘
立
柱
、
内
部
を
礎
石
柱
と
し
、
桁
行
を
回
廊
の
柱
間
に
そ
ろ
え
て
い
る
。
こ
の
時
、
回
廊
な
ど
の
北
縁
は
拳
大
の
榛
で
敷
き
替
え
ら
れ
、
北
側
に
排
水
用
の
溝
が
で
き
る
。
　
最
後
の
改
作
は
、
門
・
回
廊
・
楼
風
建
物
が
存
続
し
て
い
る
間
に
、
基
壇
石
を
積
み
替
え
、
榛
敷
を
埋
め
、
バ
ラ
ス
敷
に
替
え
た
。
　
奈
良
末
・
平
安
初
期
に
な
っ
て
、
門
の
北
約
1
5
m
の
と
こ
ろ
に
、
正
殿
風
の
東
西
７
間
（
９
９
一
ｍ
）
、
南
北
４
間
（
1
3
巴
の
掘
立
柱
建
物
２－一
が
建
て
ら
れ
る
。
　
木
簡
は
楼
風
建
物
（
Ｓ
Ｂ
７
８
０
２
）
の
掘
立
柱
抜
取
痕
跡
か
ら
多
量
の
遺
物
と
と
も
に
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
楼
風
建
物
の
掘
立
柱
掘
方
は
一
辺
約
３
ｍ
、
深
さ
約
2
.
5
m
も
あ
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
抜
取
穴
の
土
の
堆
積
は
、
下
方
に
遺
物
を
含
ま
な
い
白
灰
色
砂
質
土
が
あ
り
、
そ
の
上
方
部
に
土
器
・
木
製
品
・
瓦
な
ど
の
遺
物
を
ふ
く
む
層
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
楼
風
建
物
の
廃
絶
時
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
六
個
中
一
一
個
の
柱
抜
取
穴
か
ら
木
簡
が
発
見
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
同
じ
よ
う
な
遺
物
の
出
土
状
況
で
あ
っ
た
。
発
見
さ
れ
た
木
簡
は
総
計
二
四
一
二
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
年
紀
・
年
号
を
も
つ
も
の
に
「
天
平
勝
宝
五
年
」
・
「
天
平
勝
宝
」
の
二
点
が
あ
り
、
土
器
な
ど
の
伴
出
遺
物
の
型
式
編
年
も
こ
れ
ま
で
の
知
見
か
ら
こ
の
時
期
に
お
さ
え
て
矛
盾
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
楼
風
建
物
お
よ
び
こ
れ
と
関
連
し
て
中
央
門
・
回
廊
な
ど
は
天
平
勝
宝
五
年
頃
に
廃
絶
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
内
容
的
に
は
、
「
衛
門
府
」
（
二
点
）
。
　
「
授
刀
所
」
、
「
大
殿
守
」
、
「
衛
士
養
（
物
銭
）
」
な
ど
一
連
の
も
の
、
ま
た
人
名
を
書
き
上
げ
た
類
の
木
簡
が
多
い
こ
と
な
ど
が
と
く
に
注
目
さ
れ
る
。
木
簡
の
性
格
お
よ
び
発
見
さ
れ
た
遺
構
、
と
く
に
中
央
門
お
よ
び
楼
風
建
物
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
ｘ
ｉ
ｏ
―
＞
　
第
8
0
次
調
査
　
ぶ
Ｂ
Ｆ
Ｋ
Ｅ
）
　
こ
の
調
査
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
六
日
か
ら
同
十
二
月
十
二
日
ま
で
法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
跡
推
定
地
内
に
含
ま
れ
る
左
京
二
条
二
坊
十
坪
の
西
北
隅
で
行
な
っ
た
。
　
調
査
に
先
だ
ち
、
発
掘
区
北
方
約
2
0
m
の
地
点
で
調
査
用
電
柱
を
埋
設
七
た
が
、
そ
の
際
、
天
平
宝
字
二
～
五
年
と
推
定
さ
れ
る
坤
宮
官
関
係
の
木
簡
一
点
が
出
土
し
た
。
発
掘
部
分
が
僅
少
で
遺
構
の
性
格
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
一
坊
・
二
坊
の
坊
間
大
路
の
東
側
溝
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
　
こ
の
調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
の
建
物
六
・
柵
二
・
溝
七
及
び
平
安
時
代
以
降
の
土
壌
三
そ
の
他
を
検
出
し
た
。
奈
良
時
代
の
遺
構
は
二
期
に
わ
か
れ
、
最
初
掘
立
柱
東
西
棟
の
建
物
四
・
柵
が
あ
り
、
北
端
と
西
端
に
そ
れ
ぞ
れ
東
西
溝
・
南
北
溝
が
存
在
し
た
が
、
後
そ
れ
ら
の
建
物
に
か
わ
っ
て
、
二
棟
の
掘
立
柱
建
物
（
一
棟
は
後
に
礎
石
建
物
に
改
め
ら
れ
た
。
）
が
設
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
・
土
墳
及
び
遺
構
上
面
か
ら
は
、
緑
粕
丸
瓦
・
博
を
は
じ
め
須
恵
器
・
土
師
器
・
瓦
な
ど
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
奈
良
時
代
後
半
の
も
の
が
多
い
が
、
遺
構
の
時
期
区
分
を
明
確
に
で
き
る
よ
う
な
遺
物
は
み
ら
れ
な
い
。
木
簡
は
、
発
掘
区
西
側
中
央
の
南
北
溝
に
近
い
小
土
墳
か
ら
、
３－一
龍
状
の
木
器
な
ど
と
共
に
四
点
が
出
土
し
た
。
断
片
で
あ
る
。
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Ｌ誤
７－-
飛
鳥
・
藤
原
宮
出
土
木
簡
木
簡
出
土
の
地
点
と
状
況
　
第
１
次
調
査
（
６
Ａ
Ｊ
届
凶
　
昭
和
4
4
年
ｐ
一
月
？
同
4
5
年
５
月
）
　
第
１
次
調
査
は
宮
域
の
南
辺
で
行
い
、
か
っ
て
日
本
古
文
化
研
究
所
の
調
査
で
検
出
さ
れ
、
未
報
告
に
な
っ
て
い
る
朝
堂
院
南
門
と
推
定
さ
れ
る
遺
構
を
再
確
認
し
、
朱
雀
門
の
存
否
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
再
検
出
の
推
定
朝
堂
院
南
門
ω
一
回
ｏ
と
、
そ
の
南
北
を
走
る
東
西
溝
∽
む
回
｝
と
ω
ｔ
Ｑ
Ｓ
で
、
朱
雀
門
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
木
簡
は
南
溝
切
り
回
｛
か
ら
二
七
点
出
土
し
た
。
　
第
２
次
調
査
（
ａ
ｙ
Ｑ
応
凶
　
昭
和
4
5
年
７
月
？
同
1
1
月
）
　
第
２
次
調
査
は
大
極
殿
跡
の
東
南
地
域
に
つ
い
て
行
な
っ
た
。
検
出
し
た
主
要
な
遺
構
は
礎
石
を
有
す
る
建
物
・
湘
Ｔ
溝
・
榛
敷
・
柵
な
ど
で
あ
る
。
礎
石
建
物
㎝
回
呂
は
、
東
西
棟
で
、
朝
堂
院
回
廊
の
位
置
か
ら
約
3
0
m
北
で
検
出
し
た
。
こ
の
建
物
は
か
っ
て
日
本
古
文
化
研
究
所
の
調
査
で
検
出
さ
れ
て
お
り
、
第
２
次
調
査
と
あ
わ
せ
て
桁
行
六
間
・
梁
間
四
間
の
礎
石
建
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
木
簡
は
桁
行
柱
列
の
東
か
ら
五
本
目
の
柱
穴
の
埋
土
中
か
ら
一
点
検
出
し
た
が
断
簡
で
判
読
し
難
い
。
　
第
４
次
調
査
（
Ｑ
ｙ
Ｑ
Ｉ
凶
　
昭
和
4
6
年
1
1
月
～
同
4
7
年
５
月
）
　
第
４
次
調
査
は
大
極
殿
東
方
区
域
で
行
い
、
藤
原
宮
の
遺
構
と
し
て
は
溝
二
一
条
、
溝
に
と
も
な
う
構
築
物
一
、
柵
一
、
榛
敷
、
土
墳
等
を
検
出
し
た
。
そ
の
他
の
遺
構
と
し
て
は
、
古
墳
時
代
の
溝
七
条
・
掘
立
柱
建
物
一
棟
・
瓦
器
を
と
も
な
う
溝
等
を
検
出
し
た
。
　
木
簡
は
藤
原
宮
の
溝
∽
日
呂
（
四
二
点
）
と
㎝
り
Ｓ
ｏ
（
七
点
）
と
か
ら
計
四
九
点
が
出
土
し
た
。
　
㎝
り
｝
呂
　
∽
り
｝
呂
は
、
内
裏
東
外
郭
を
限
る
柵
破
ｙ
呂
ぃ
の
東
約
５
ｍ
に
あ
っ
て
、
奈
良
県
の
調
査
（
奈
良
県
教
育
委
員
会
『
藤
原
宮
』
参
照
）
で
発
見
さ
れ
た
溝
∽
ヨ
畠
の
上
流
に
あ
た
っ
て
い
る
。
溝
は
幅
約
５
ｍ
で
、
堆
積
層
は
一
二
層
に
わ
け
ら
れ
る
が
、
最
上
層
は
平
安
時
代
の
堆
積
層
で
、
木
簡
は
、
第
二
層
以
下
の
藤
原
宮
期
の
層
か
ら
計
四
二
点
出
土
し
た
。
木
簡
の
土
中
で
の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
が
、
断
片
が
多
く
、
文
意
の
明
ら
か
な
も
の
は
少
い
。
　
Ｓ
Ｄ
８
５
０
　
　
　
　
Ｓ
Ｄ
８
５
０
は
;
Ｓ
Ｄ
１
０
５
の
さ
ら
に
東
約
1
7
m
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
奈
良
県
の
調
査
（
同
前
）
で
発
見
さ
れ
た
溝
Ｓ
Ｄ
ｌ
Ｏ
ｌ
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
が
断
定
は
今
後
の
調
査
結
果
に
ま
ち
た
い
。
溝
８－一
は
一
二
層
に
わ
か
れ
る
が
、
木
簡
は
最
下
層
か
ら
計
七
点
出
土
し
た
。
い
づ
れ
も
保
存
状
態
は
良
好
で
は
な
く
、
判
読
で
き
る
の
は
一
点
の
み
で
あ
る
。
　
第
５
次
調
査
「
Ｘ
ｙ
」
こ
ｘ
　
昭
和
4
7
年
３
月
～
同
８
月
）
　
第
５
次
調
査
は
藤
原
宮
の
西
辺
、
西
面
中
門
以
南
の
官
庁
地
域
で
行
い
、
南
北
棟
の
建
物
二
棟
∽
吻
に
呂
Ａ
-
Ｂ
と
Ｓ
Ｂ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ａ
-
Ｂ
’
お
よ
び
井
戸
Ｓ
Ｅ
１
１
０
５
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｅ
１
１
０
５
は
Ｓ
Ｂ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ａ
-
Ｂ
と
Ｓ
Ｂ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ａ
-
Ｂ
と
に
よ
っ
て
は
さ
ま
れ
た
空
地
に
う
が
た
れ
て
お
り
、
両
建
物
の
存
続
期
内
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
木
簡
は
井
戸
の
掘
方
第
二
層
と
第
一
二
層
と
か
ら
計
一
二
点
出
土
し
た
。
井
戸
の
掘
方
の
埋
土
は
一
二
層
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
す
べ
て
一
時
期
に
う
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
坂
田
寺
跡
調
査
（
Ｊ
吻
∽
ｊ
ｘ
　
昭
和
4
7
年
９
月
～
同
4
8
年
１
月
）
　
坂
田
寺
跡
の
調
査
は
祝
戸
国
営
公
園
の
建
設
に
伴
な
う
事
前
調
査
と
し
て
、
推
定
坂
田
寺
跡
の
北
辺
に
あ
た
る
地
域
で
実
施
し
た
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
池
二
、
建
築
物
一
、
掘
立
柱
列
二
、
溝
七
条
で
あ
る
。
遺
構
の
年
代
は
七
世
紀
と
八
世
紀
に
ま
た
が
り
、
大
別
し
て
四
時
期
に
わ
け
ら
れ
る
。
木
簡
は
、
湘
１
ｑ
ｏ
ｏ
、
土
壌
必
否
呂
、
溝
㎝
宮
回
か
ら
計
七
点
出
土
し
て
い
る
。
　
∽
９
呂
　
∽
９
呂
は
発
掘
区
中
央
に
あ
っ
て
、
深
さ
ｌ
ｍ
の
池
で
東
岸
は
石
積
み
を
き
ず
い
て
い
る
。
北
端
と
西
端
は
発
掘
区
の
外
に
あ
っ
て
、
池
の
東
南
部
分
の
み
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
計
一
二
点
出
土
し
た
。
池
の
存
続
時
期
は
第
１
期
七
世
紀
前
半
に
属
す
る
。
木
簡
の
他
に
、
土
師
器
に
「
知
」
と
線
刻
し
た
も
の
が
あ
る
。
　
㎝
Ｘ
ｏ
呂
　
∽
Ｘ
呂
ｏ
は
、
発
掘
区
中
央
部
分
に
あ
る
土
墳
で
木
簡
一
点
を
出
土
し
た
。
第
Ｈ
期
七
世
紀
後
半
に
属
す
る
。
　
∽
ｕ
ｏ
回
　
㎝
ｕ
ｏ
回
は
発
掘
区
西
部
分
を
南
北
に
走
る
石
組
の
溝
で
、
北
端
は
東
流
す
る
東
西
溝
（
切
口
呂
ｏ
）
に
合
流
す
る
。
木
簡
は
討
二
点
出
土
し
た
が
判
読
で
き
る
も
の
は
な
い
。
時
期
は
第
ｍ
期
八
世
紀
前
半
に
属
す
る
。
そ
の
他
墨
書
土
器
と
し
て
「
知
識
」
「
南
」
　
「
金
」
「
真
」
等
と
記
し
た
も
の
を
三
〇
数
点
検
出
し
た
。
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